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IAPH World Ports Conference 2021

 IAPH World Ports Conference 2021 (Antwerp)は
オンライン方式で無事に開催

 日程：2021年6月21日（月）～25日（金）

 参加者数：600名強

 事前録画・リアルタイムにチャットでコミュニ
ケーション。

 会議後1か月間（7月25日まで）はオンディマン
ドで再視聴可。

 初めての参加者（主に若手）には好評。

 次回2022年の総会の方式は対面とオンライン
のハイブリッド方式も検討すべきか？

Antwerp Port Authority (Port House)
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オンライン会議の様子
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IAPH World Ports Conference 2021
男性登壇者（スピーカー：45人）
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女性登壇者（スピーカー：23人）



World Ports Sustainability (WPSP) Awards 2021 (1)
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A. RESILIENT DIGITAL INFRASTRUCTURE
Maritime and Port Authority of Singapore (MPA) / Digital Port Ecosystem
Singapore’s digital port ecosystem, i.e., digitalPORT@SG™, 
and digitalOCEANS™.

B. RESILIENT PHYSICAL INFRASTRUCTURE
Port of Kaohsiung / Master Plan 2017-2021
Reclamation for new Intercontinental Container Terminal
and Relocation of  high-risk heavy industry.

C. CLIMATE AND ENERGY
Port of Rotterdam / Zero Emission Services
A new energy system for making inland shipping more sustainable.
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D. COMMUNITY OUTREACH AND PORT CITY DIALOGUE – SOCIAL DIMENSION
Hamburg Port Authority / homeport
homePORT provides “makerspace” where transformative co-design
can be achieved with participation of citizens, ambitious port actors,
science and start-ups.

E. COMMUNITY OUTREACH AND PORT CITY DIALOGUE – ENVIRONMENTAL DIMENSION
Port of Açu / Protecting Sea Turtles
Port of Açu is situated in a priority turtle nesting area and is committed
to the protection of these species.

F. HEALTH, SAFETY AND SECURITY
Port of Açu / Together in the fight against Covid-19
Port of Açu set up Crisis Management at top management level
to direct actions to raise awareness and fight COVID-19.

G. GOVERNANCE AND ETHICS
DP World / Global Education Programme
DP World has produced a stimulating Global Education Programme
for its own employees to deliver in schools.

World Ports Sustainability (WPSP) Awards 2021 (2)



議論になった港湾・海運界の大きな流れ（1）
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1. グローバル・サプライ・チェーンを構成する「港湾」におけ
るリスク・レジリエンスの観点から、コンテナ船のこれ以
上の大型化をどう考えるか？

2. 新型コロナの影響（供給調整・予想外の輸送需要の回
復）で港湾における著しい港湾混雑発生とその長期化

3. さらに、需給ギャップの発生を主因とする国際海上運賃
の高騰とその長期化

4. スエズ運河でのEverGiven（20,000TEU級）の座礁事故、
高雄港でのコンテナ船によるQGC衝突事故など（行き過
ぎた大型化が原因か？【推測】）



Global Supply Chainと国際海上コンテナ輸送
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北米西岸・中国における混雑の発生とその長期化・深刻化
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出所：日本海事新聞2021年6月10日（木）

出所：日本海事新聞2021年6月11日（金）
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スエズ運河でのEverGiven（20,000TEU級）の座礁事故



コンテナ・スポット運賃の推移
2020年後半からコンテナスポット運賃は急激に上昇し、以後過去10年以上ない高値を継続。

アジア―南米

アジア―西アフリカ

アジア―北米東岸

アジア―北米西岸

アジア―欧州

アジア―南アフリカ

出所:UNCTAD 11
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コンテナ船舶大型化は進むか（Mega-ship→Giga-ship） ？止まるか？

出所）https://oceansone.de/wp-content/uploads/2021/07/Alphaliner-and-Oceans-One-Gigamax.pdf
400m (24 bays)

59m
(23 row

s)

16m
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コンテナ船舶大型化は進むか（Mega-ship→Giga-ship） ？止まるか？

コンテナ船の大型化の推移 原油タンカーの大型化の推移

出所）https://www.itf-oecd.org/impact-mega-ships 出所）https://repository.tudelft.nl/islandora/object/uuid%3A70d078de-629c-40a4-94e3-926c502c7027
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議論になった港湾・海運界の大きな流れ（2）
1. 2018年にIMOが策定した国際海運における地球温暖化

ガス（GHG）削減目標（2050年までに現状【基準年：2008
年】の50％削減）はこれで十分か？

2. パリ協定に基づく地球温暖化ガス（GHG）削減目標は
2050年までに実質排出ゼロ【カーボンニュートラル】。

3. 地球変動サミット（2021年4月）において、米国ケリー特
使が、国際海運においても2050年までに実質排出ゼロ
【カーボンニュートラル】を提言。

4. IMO海洋環境保護委員会（MEPC）でも、IMOの（GHG）削
減目標見直しの動き。
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Getting to Zero Coalitionへの賛同

1. Getting to Zero Coalitionは、主要な政府とIGOの支援

を受けて、海事、エネルギー、インフラストラク
チャ、および金融セクター内の150を超える企業の

強力な連携のもと、ゼロエミッション燃料を動力源
とする商業的に実行可能なゼロエミッション船を
2030年までに稼働させることを目標としている。

2. IAPHは「Getting to Zero Coalition」の一員として、国
際海運においても2050年までに実質排出ゼロ【カーボン
ニュートラル】を目指す立場。



2. IAPH Board Members (2021-2023)
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3. Environmental Ship Index（ESI）プログラムの動向

IAPHのイニシアティブによって提唱されたESIプログラムとは、国際海事機
関（IMO）が定める船舶からの排気ガスに関する規制基準よりも環境性能
に優れた船舶に対して入港料減免等のインセンティブを与える環境対策促
進プログラムである。

このプログラムは、船社の自主的な環境対策への取組みを促す枠組みで
あることが特徴である。ESIプログラムに登録した8,485隻の船舶（2020年10
月1日時点）は、その船舶から発生するNOx、SOx、CO2の排出量の基礎と
なるエンジン性能、使用燃料、航行距離、陸電供給（OPS）対応の有無など
からESIスコアが換算式によって算出され、付与される（スコアは0～100の
範囲で算出され、100が最も環境性能が高いことを表す）。概ね20ポイント
以上のESIスコアを付与されている登録船舶（5,032隻）は全世界でESIプログ
ラムに参加する56港の港湾に入港するときに入港料等の減免措置を受け
ることができる（2021年7月1日時点）。

17



ESIインセンティブ提供港湾（2021年4月1日時点）

18出所）ESI Website (https://www.environmentalshipindex.org/)

日本では、東京港、横
浜港、苫小牧港の3港
がESIのインセンティブ
を提供している。



ESIプログラムへの登録船舶の例（2021年7月1日時点）

19出所）https://www.iaphworldports.org/news/10192

2020年
1月

2021年
7月



4. 2022年IAPH World Ports Conference
（2022年5月16日（月）～18日（水））
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Robin Silvester, CEO,
Vancouver Fraser Port Authority
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